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2023 年度 4 月入学 

大阪大学大学院医学系研究科 

保健学専攻 博士後期課程 学生募集要項 

 
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻博士後期課程の2023年度 4月入学者を次のとおり募集しま

す。 

 
１． 募集人員 

保健学専攻 23 名 

 

２．出願資格 
次の各号のいずれかに該当する者、又は次の各号のいずれかについて 2023 年 3 月 31 日までに

該当する見込みの者 

（１）  修士の学位又は専門職学位を有する者 

（２）  外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（３）  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位 

又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（４）  我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課

程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（５）  国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者 

（６）  外国の学校、（４）の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大

学院設置基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学

位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

（７）  文部科学大臣の指定した者（平成元年 9 月 1 日文部省告示第 118 号） 

①  我が国の大学を卒業し、大学、研究所等において、2 年以上研究に従事した者

で、本研究科において、当該研究の成果等により修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認めたもの 

②  外国において学校教育における 16 年の課程を修了した後、又は外国の学校が

行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における 16 年の課程を修了した後、大学、研究所等において、2

年以上研究に従事した者で、本研究科において、当該研究の成果等により、修士

の学位を有する者と同等以上の学力があると認めたもの 

（８）  本研究科において、個別の出願資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する

者と同等以上の学力があると認められた者で、2023 年 3 月 31 日までに 24 歳に達する

もの。 

 
注１）出願資格（６）、（７）、（８）により出願しようとする者は、事前に個別の出願資格

審査（「3．個別の出願資格審査」参照）を行い、合格者のみが出願できます。 
注２）出願資格（７）により出願しようとする者は、「3．個別の出願資格審査」の記も

参照してください。 

 

３．個別の出願資格審査 

「２．出願資格」の（６）、（７）、（８）により出願を希望する者は、個別の出願資格審査を行

いますので、所定の期日までに下記書類を医学系研究科保健学事務室教務係（以下、「教務係」
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という）へ持参または郵送してください。 

受付期間： 

持参の場合 2022 年 6 月 8 日（水）午前 9 時～2022 年 6 月 15 日（水）午後 3 時(期限厳守) 

土日祝及び臨時休業日を除き、各日、午前 9 時～同 11 時、午後 1 時～同 3 時 

郵送の場合 2022 年 6 月 8 日（水）～2022 年 6 月 15 日（水）の消印（日本国内に限る）の

あるものに限り受理します。必ず「簡易書留速達」郵便で封筒の表に「後期課

程出願資格審査申請書類在中」と朱書きしてください。 

宛先 ： 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１－７ 

大阪大学大学院医学系研究科保健学事務室教務係 

（出願資格審査申請書類） 

≪2．出願資格の（６）、（７）に該当する者≫ 

1） 出願資格審査申請書（本研究科所定の用紙）

2） 出身大学の卒業証明書及び成績証明書

3） 研究業績調書（本研究科所定の様式）

4） 既発表の代表論文（原著で査読のある論文）一編

5） 在職期間証明書（実務経験のある方。所属長による証明、様式任意）

6） 返信用封筒（封筒（長形 3 号）に申請者の住所、氏名、郵便番号を記載し 404 円分の切手

を貼付）

≪2．出願資格の（8）に該当する者≫ 

1) 出願資格審査申請書（本研究科所定の用紙）

2) 最終学歴の卒業（修了）証明書又は退学証明書

3) 高等学校等卒業後の在籍学校にかかる成績証明書

4) 研究業績調書（本研究科所定の用紙）

5) 既発表の代表論文（原著で査読のある論文）一編

6) 在職期間証明書（実務経験のある方。所属長による証明、様式任意）

7) 返信用封筒（封筒（長形 3 号）に申請者の住所、氏名、郵便番号を記載し 404 円の切手を

貼付）

8) 下記Ⅰの（オ）に係る最終学歴（退学を含む）とする者は、当該学校の入学資格、卒業又

は修了に必要な修業年数・単位（時間）数のわかる書類

（注１）出願資格審査申請書の実務経験欄に記載したすべての経歴について、所属 

長等による証明書を提出してください。 

（注２）書類提出後、必要に応じ個別に書類の追加提出を求める場合があります。 

※出願資格審査の結果は、本人に書面（簡易書留）で通知します。2022 年 7 月 22 日（金）までに

審査結果が届かない場合は、医学系研究科保健学事務室教務係（i-hoken-kyomu@office.osaka-u. 

ac.jp）まで問い合わせてください。同日までに問い合わせがない場合は、受け取ったものとして

取扱います。

mailto:i-hoken-kyomu@office.osaka-u. ac.jp
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記 

修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められる者の個別の入学資格審査 

文部科学大臣の指定した者として定める「大学院の入学に関し修士の学位を有する者と同等以上の 

学力があると認められる者（平成元年 9 月 1 日文部省告示第 118 号）（出願資格(7)を参照）」 

の文言中、次の文言について、それぞれに規定する解釈により個別の審査を行い、該当すること 

となっている者を以て適格者とする。 

1「大学を卒業し、又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了」とは、本研究科にお 

いて「大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者の個別の出願資格審査」を行い、 

適格と判定されたものを加える。（＊） 

２「大学、研究所等において」とは、短期大学、外国の大学の日本分校、外国人学校その他 

国内外の教育・研究・臨床施設等を加えることができる。 

３「研究に従事」とは、国際的活動、臨床実務に従事した時間を加えることができる。 

４ 既発表の代表論文（原著）一編 

５「当該研究の成果等」とは、学術論文、著書、研究発表、特許（実用新案を含む）等のほか 

国際的活動の実績、教育・研究・臨床施設における特異な実績等をいう。 

本研究科において行う「大学を卒業した者と同等以上の 

学力があると認められる者の個別の出願資格審査」（＊） 

Ⅰ 審査対象者の基準 

次の左欄の学校の卒業、修了又は退学者で、右欄の期間の実務経験者を有する者（見込も含む）とする。 

※実務経験等の期間とは、次の期間を合算したものをいいます。

（1） 大学又は短期大学において、研究生として在学した期間

（2） 短期大学及び高等専門学校に置かれた専攻科等に在学した期間

最  終  学  歴 実務経験等の期間（※） 

（ア）修業年限 2 年の短期大学の卒業者 2 年以上 

（イ）修業年限 3 年の短期大学の卒業者 1 年以上 

（ウ）高等専門学校の卒業者 2 年以上 

（エ）修業年限が 2 年以上の専修学校の専

門課程の卒業者 

大学卒業までの最短修業年数（16 年）から

専門課程を置く専修学校の修業年限を控除

した期間以上 

（オ）外国の大学の日本校、外国人学校、

専修学校（専門課程を除く）、各種学校そ

の他国内外の教育施設の卒業者又は修了

者 

大学卒業までの最短修業年限（16 年）から

最終学校卒業又は修了までの最短修業年数

（入学資格を同一とする学校を複数卒業又

は修了している場合は、修業年限の最長の

もののみ採用）を控除した期間以上 

（カ）上記の（ア）から（オ）までに掲げ

る学校の退学者 

大学卒業までの最短修業年限（16 年）から

当該退学した学校の退学時までの修業年数

を控除した期間以上。ただし、退学時まで

の標準履修単位（時間）数を修得していな

い場合は、修得単位（時間）数の相当年数

を以て修業した年数とします。 
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（3） 大学・短期大学、官公庁、研究所、会社等の教育又は研究開発部門に教育職又は研究職と

して研究に従事した期間

（4） 病院等における臨床実務に従事した期間

（5） 前各号に定める以外の期間については、当該期間毎に審査し、それぞれに一定の換算率を

乗じて得た期間

Ⅱ 評価の基準 

最終学歴、成績、実務経験の内容等を総合的に勘案して行います。 

４．願書受理期間及び提出書類

入学志願者は次に示す「出願に要する書類」等を一括取り揃えのうえ、所定の期日までに教務

係へ持参又は郵送してください。 

受付期間 ：

持参の場合 2022 年 9 月 2 日（金）午前 9 時～2022 年 9 月 9 日（金）午後 3 時(期限厳守) 

土日祝及び臨時休業日を除き、各日、午前 9 時～同 11 時、午後 1 時～同 3 時 

郵送の場合 2022 年 9 月 2 日（金）～2022 年 9 月 9 日（金）の消印（日本国内に限る）のある

ものに限り受理します。必ず「簡易書留速達」郵便としてください。 

宛先 ： 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1 番 7 号 

大阪大学大学院医学系研究科保健学事務室教務係 

 なお、出願前に指導を希望する教員と必ず連絡をとり、入学後の研究・教育について相談してお

いてください。（別表：「指導教員の研究概要」を参照）その際に、入学願書に指導予定教員の捺印

をもらってください。 

出願に要する書類等一覧表

書 類 内 容

１．入 学 願 書
本研究科所定の用紙

※指導を希望する教員の捺印をもらってください。

２．志 望 理 由 書 本研究科所定の用紙

３．受 験 票 ・ 写 真 票

本研究科所定の用紙

※上半身脱帽正面向きで 3 か月以内に単身撮影したものを所定欄に

貼付してください。

４．成 績 証 明 書

ア．＜出願領域が「看」・「生」・「総」・「放」の場合*＞
大学院修士課程（博士前期課程）の成績証明書［ただし本研究科

保健学専攻博士前期課程修了（見込）者は不要］

※編入した者は、編入前の学校の成績証明書も提出してください。 
＜出願領域が「検」の場合*＞ 
大学院修士課程（博士前期課程）の成績証明書［ただし本研究科

保健学専攻博士前期課程修了（見込）者は不要］および学部の成

績証明書［ただし本学部卒業者は不要］。

※編入した者は、編入前の学校の成績証明書も提出してください。 
イ．大学改革支援・学位授与機構から修士の学位を授与された者は
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大学（短期大学）以降の全成績証明書

ウ．出願資格（７）、（８）の者は、提出不要です。

*出願領域については「別表．指導教員の研究領域・願書記載時略称

一覧」を参照してください。

５．修士課程修了（見込）

証明書等

ア．修士課程（博士前期課程）修了（見込）証明書

〔本研究科保健学専攻博士前期課程修了（見込）者は不要〕

イ． 出願資格（７）、（８）の者は、提出不要です。

６．学 位 授 与 証 明 書
大学改革支援・学位授与機構から修士の学位を授与された者のみ提

出してください。

７．修士論文の内容の要旨 修士の学位を有する者

８．検 定 料 納 入 証 明 書

検定料振込依頼書により、検定料 30,000 円を銀行振込にて納入し、検

定料納入証明書を所定用紙に貼付してください。なお、振込手数料

は各自で負担してください。 

※本学大学院博士前期課程を修了し、引き続き博士後期課程に

入学する者は、検定料を納入する必要はありません。

※国費外国人留学生の検定料の取扱いについては、教務係へ問

い合わせてください。

※大阪大学ウェブサイトに記載している災害により被災した志願者

に対し、検定料免除の特別措置を講じます。

（https://www.osaka-u.ac.jp/ja/admissions/information） 
詳しくは上述ウェブサイトを確認してください。この場合の出願

については本要項に記載の問い合わせ先に問い合わせてください。

納入済の検定料は返還しません。ただし、次の場合により検定料を

振り込まれた場合は、検定料を返還します。

①出願したが受験資格がなかった場合

②出願書類受付期間後に出願書類が到着し、受理されなかった場合

③出願書類に不備があり受理されなかった場合

④検定料を払い込んだが出願しなかった場合

⑤検定料を誤って二重に振り込んだ場合

返還請求については、下記へ申し出てください。

大阪大学大学院医学系研究科保健学事務室教務係 

(i-hoken-kyomu@office.osaka-u.ac.jp) 

９． 発 送 票
本研究科所定の用紙

※住所を変更した場合は、早急に教務係に連絡してください。

１０．受 験 票 送 付 用 封 筒
封筒（長形 3 号）に入学志願者の氏名、住所及び郵便番号を明記し、404

円分の郵便切手を貼付してください。 

１１．住民票又は

在留カードの写し

日本に在住する外国人の志願者は、市区町村長発行の在留資格及び

在留期間を明記した「住民票の写し」又は「在留カードの両面の写

し」を提出してください。日本人は提出不要です。

※出願者以外の世帯員については、証明不要です。

（注）法務大臣が日本での永住を認めた者については、提出する必

要はありません。  

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/admissions/information
mailto:i-hoken-kyomu@office.osaka-u.ac.jp


6 

１２．パスポートの写し 海外に在住する外国人の志願者のみ

１３．戸 籍 抄 本

結婚等で現在の姓が各証明書類と異なる方は提出してください。（卒

業証明書・成績証明書等記載氏名との確認のため）

※本学卒業者であっても該当する場合は提出が必要です。

１４．出願資格（６）に相

当する審査合格確認（証明）

書類（出願資格（６）によ

り出願する場合のみ該当）

・出身大学長等が作成（署名）したもので，下記の内容が記載され

たものを提出してください。

【様式例】□□大学としては，本学の学生である◇◇◇◇氏は，

「（審査名称）」に合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学

力を有する者であることを確認し，報告いたします。また，当該

審査に関する以下の添付資料を同封します。

【添付資料の例】

・当該審査の合格の基準

・当該審査の合格と当該大学における修士の学位の授与要件の関係

を示す資料

・当該審査に合格した者と当該大学に編入学した他の大学の修士の

学位を有する者の当該大学における博士の学位を授与するプログ

ラムにおける取扱いの関係を示す資料

※出願に際しての注意事項

1）  出願書類に不備がある場合は、原則として受理しません。また、出願後は原則として記載

事項の変更は認めません。

2）  受理した出願書類は、理由のいかんにかかわらず一切返還しません。

3）  障がい等のある方で、受験及び修学に際して特別な配慮を希望する者は、出願前に教務係

に相談してください。

4）  入学願書の履歴、入学資格等につき虚偽の記載をした者は、入学決定後であっても入学の

許可を取り消すことがあります。

５．志望研究領域の選定

志願者は、別表「指導教員の研究領域・願書記載時略称一覧」に示す研究領域の中から１研究領

域を選んでください。 

６．試験日程・試験場所

試 験 日 時 間 試験内容 場所 

2022 年 11 月 4 日（金） 
9:30～11:30 学力検査 大阪大学大学院医学系研究

科保健学専攻 

吹田市山田丘 1-7 13:00～18:00 口述試験 

７．入学者選抜方法 

入学者の選抜は、学力検査及び口述試験の結果、並びに成績証明書等の内容を総合して行います。 

（1）学力検査

外国語（英語） ※辞書１冊持ち込み可。（電子辞書は不可）

英語による問題用紙及び解答用紙で受験することが可能です（問題の内容は日本語のもの

と同様）。英語による問題用紙及び解答用紙を希望する者は、入学願書下部のチェック欄にチ

ェックしてください。なお、出願後の変更は認められません。 
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（2）口述試験

志望する研究領域に関する実践能力、研究能力等について個別に口述試験を行います。口述

試験の発表方法（パソコン等の使用機器）にあたっては、研究領域により異なりますので、

詳細は指導を希望する教員と必ず打ち合わせしてください。 

修士論文あるいは、これまでの研究内容について発表し、それをもとに質疑応答を行います。 

８．受験に際しての注意事項 

（1） 試験に関する注意事項（試験室配置図及び受験者心得等）を受験票と共に返信用封筒に

て試験日の一週間前までに郵送します。

（2） 試験当日は、指定された座席に試験開始 15 分前に着席してください。

（3） 受験に際しては受験票を必ず持参してください。なお、受験票は入学に関する諸手続に

も必要なので、紛失しないよう大切に保管しておいてください。

（4） 受験のための宿泊施設等の斡旋はしません。

（5） 自家用自動車及びオートバイ（原動機付自転車を含む）での大学構内への入構はできません。

（6） 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、やむを得ず入試日程や試験内容に変更が

生じる可能性があります。最新の情報は本専攻ウェブサイトに事前に掲載しますので、

適宜確認をしてください。

 また、募集要項に記載の日程において試験（以下、「本試験」という。）を実施したうえで、

新型コロナウイルス感染者等の受験機会確保のため、本試験を新型コロナウイルスに起因す

る事由で受験できなかった者に対して、「追試験」を実施します。追試験の詳細は、本専攻ウ

ェブサイトに事前に掲載しますので、適宜確認をしてください。 

９．合格者発表 

2022 年 11 月 11 日（金）13 時 30 分 

本専攻ウェブサイトに合格者の受験番号を掲載するとともに、合格通知書を出願時に提出さ

れた「発送票」の住所へ簡易書留郵便で送付します。電話等による合否の問い合わせには一切

応じません。（不合格者への通知は行いません。） 

なお、入学手続きについては、2023 年 1 月上旬に本専攻ウェブサイトにて通知します。 

１０. 個人情報の取扱いについて

（1） 出願時に提出された氏名、住所、その他の個人情報については、「入学者選抜（出願処理、 

選抜試験実施）」、「合格者発表」及び「入学手続」等の入試業務を行うために利用します。 

なお、入学者については、「教務関係（学籍管理、修学指導等）」、「学生支援関係（健康管

理、授業料免除・奨学金申請、就職支援等）」及び「授業料収納に関する業務」を行うため

にも利用します。

（2） 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、「入試結果の集計・分析」「入学者選抜方法

の調査・研究」及び「学生支援関係（奨学金申請等）」のために利用します。

（3） 前記の（1）及び（2）の業務を行うに当たり、一部の業務を外部の事業者に委託する場合

があります。この場合、外部の事業者と個人情報の取扱いが適切に行われるよう契約を結

んだ上で、当該事業者に対して、提出された個人情報の全部または一部を提供します。

１１．入学料及び授業料 

１）入学料････282,000 円

２）授業料････年額 535,800 円〔半期 267,900 円〕

※本学大学院博士前期課程、修士課程又は法科大学院の課程を修了し、引き続き博士後期課

程に入学する者は、入学料を徴収しません。
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※入学料、授業料の金額については変更することがあります。

在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

１２．長期履修学生制度 

  職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて計画的に教育課程を履修すること

を希望する者は申請することができます。 

詳細は、本専攻ウェブサイトに掲載している長期履修制度の要項（https://sahswww.med.os 

aka-u.ac.jp/jpn/procedure/gakui-shinsei-longterm.html）を参照ください。申請方法について

は、入学手続き案内ページ（2023 年１月上旬公開予定）にてご案内いたします。 

１３．大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻入学試験会場案内 

○利用交通機関

  [バ ス] 阪急バス 千里中央発「阪大本部前行」又は「茨木美穂ヶ丘行」

近鉄バス 阪急茨木市駅発「阪大本部前行」（JR 茨木駅経由）

いずれも阪大本部前下車、徒歩約 5 分

[モノレール]  大阪モノレール   阪大病院前下車（西へ徒歩約 15 分） 

  [電  車]  阪急電車千里線  北千里駅下車（東へ徒歩約 25 分） 

○キャンパスマップ

【問い合わせ先】

大阪大学大学院医学系研究科 教務係

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1番7号 
電話： 06-6879-2512 
E-mail： i-hoken-kyomu@office.osaka-u.ac.jp 

医学系研究科 

保健学専攻試験会場 

https://sahswww.med.os
mailto:i-hoken-kyomu@office.osaka-u.ac.jp
https://sahswww.med.os aka-u.ac.jp/jpn/procedure/gakui-shinsei-longterm.html


9 

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻博士後期課程概要 

１．保健学専攻アドミッション・ポリシー 

【求める人材像】

博士後期課程では、保健医療科学の分野で、グローバルな知識を持ち、国際的なリーダーシップ

を発揮できる研究者の育成を目的としています。医療界のみならず産業界からも期待され、将来の

保健医療福祉分野において国際的な貢献を目指す、多角的な視野を持つ人を求めています。

（1） 高い倫理観のもと保健医療分野での研究を通して人々の健康と福祉に貢献できる人

（2） 新たな医療技術の開発や生命現象の解明に情熱をもって取り組む人

（3） 新たな分野を萌芽的な段階の研究から切り開いていく資質を持つ人

（4） 自らの専門分野にとどまらず他領域との融合による新たな展開を図る資質を持つ人

（5） 高い語学力を有し、多角的な視野を持つ人

（6） 高いコミュニケーション力を有し、リーダーシップを発揮する資質を持つ人

【入学者選抜の基本方針】

上記の人材を受け入れるため、個別学力検査および面接試験による入試を行います。

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】

（２）～（５）の資質および能力については個別学力検査により評価するととともに、面接試験

における出願者のこれまでに実施した研究の発表とそれに対する質疑応答を通して評価します。

（１）および（６）については出願者が提出する資料と面接試験により評価します。

２．課程 

 博士課程は、前期 2 年の課程及び後期 3 年の課程と区分し、前期課程は、修士課程として取り扱います。 

 前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、統合保健看護科学及び医療技術科学分野にお

ける研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的としています。 

 後期課程は、統合保健看護科学及び医療技術科学分野の研究者として自立して研究活動を行い、

又はその他の高度に専門的な業務に従事する必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識

を養うことを目的としています。 

 希望者はがん医療に関わる専門職・研究者を養成する教育・研究コース（がんプロコース）を履

修できます。これは我が国のがん医療の状況を改善するため平成 18 年度に制定された「がん対策基

本法」第 14 条に定められている「がん医療に携わる専門的な知識及び技能を有する医療従事者の養

成を図るために必要な施策」の文部科学省の教育プログラムとして平成 19 年度からスタートしまし

た。平成 29 年度からは「多様な新ニーズに対応するがん専門医療人材(がんプロフェッショナル)

養成プラン」として継続しています。保健学専攻では医学物理学、細胞診断学を研究するコースが

あります。入学後、これらのコース志望の大学院生は他の学生と別のカリキュラムを受講してもら

います。医学物理士コースは入学後のコース選択となります。詳細は「ゲノム世代高度がん専門医

療人の養成」ウェブサイト http://www.osaka-ganpro.jp/を参照して下さい。 

※がんプロコースを志望する学生は、出願に先立ち、下記の担当教授に必ず問い合わせてください。

医学物理学 小泉雅彦教授 mail：koizumi@sahs.med.osaka-u.ac.jp

細胞診断学 山本浩文教授 mail：hyamamoto@sahs.med.osaka-u.ac.jp

また、令和 4 年度から、臨床工学技士指導者を目指す研究者を育成するプログラムを履修でき

ます。これは、今後の医療のニーズに応える目的で、臨床工学技士育成の指導者数が十分でない現状

http://www.osaka-ganpro.jp/
mailto:koizumi@sahs.med.osaka-u.ac.jp
mailto:hyamamoto@sahs.med.osaka-u.ac.jp
mailto:koizumi@sahs.med.osaka-u.ac.jp
mailto:hyamamoto@sahs.med.osaka-u.ac.jp
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を打開するために臨床工学を極めた指導者を養成するプログラムとなります。詳細は、「臨床工学

技士指導者育成プログラム」のページ（https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/jpn/admissions/rin 

sho-kougakugishi-program.html）を参照してください。また、志望する学生は出願に先立ち下記

の担当教授に必ず問い合わせてください。 

プログラム責任教員 上野高義教授 mail：uenotm@sahs.med.osaka-u.ac.jp 

（１）リカレント教育の重視

仕事で求められる能力を磨き続ける社会人の学びを重視し、長期履修学生制度を設けるとと

もに、社会的役割の遂行と本専攻での履修が両立するよう、授業または研究指導を夜間や休日、

夏季・冬季の休業期間等に行うほか、情報ネットワーク等を活用して行います。 

これら履修計画については、指導教員との調整を踏まえて作成します。 

（２）修了の要件

○ 博士後期課程に 3 年以上在学し、授業科目について所定の単位を修得し、

かつ必要な研究指導を受け、博士論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。

ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者については、研究科教授会

が認めた場合に限り、修士課程又は前期課程における 2 年の在学期間と通算して 3 年以上在

学すれば足りるものとします。

○ 所定の単位の修得方法

・ 指導教員による講義（特講） 必修 2 単位 

・ 指導教員の指示した講義 選択必修 2 単位以上 

（臨床工学技士指導者育成プログラムは 6 単位以上） 

・ 指導教員による演習（特講演習） 必修 2 単位

・ 特別研究 必修 4 単位

（３）学位

  本課程を修了した者には、学位規則（昭和 28 年文部省令第 9 号）の定めるところにより、博士  

（保健学）又は博士（看護学）の学位を授与します。 

https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/jpn/admissions/rin
mailto:uenotm@sahs.med.osaka-u.ac.jp
https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/jpn/admissions/rin sho-kougakugishi-program.html
mailto:uenotm@sahs.med.osaka-u.ac.jp


看１ 上 野 高 義 手術前から術後までのQOL向上に結び付く

新たな看護管理スキルの創出

看２ 荒 尾 晴 惠 がん看護、緩和ケア、症状マネジメント、EOLケア

がんサバイバー支援、医療経済・経営に関する研究

看３ 清 水 安 子 慢性疾患患者のセルフケア支援や

看護システムに関する研究

看４ 武 用 百 子 精神的諸問題を持つ患者へのセルフケア支援

惨事ストレス，援助者の共感疲労

看５ 竹 屋 泰 老年医学、老年看護学、医看連携、ICTを用いた

多職種連携の中での看護師の役割

生１ 山 崎 あ け み 小児看護に関する研究、およびファミリー

インタビュー・dyadic dataによる研究

生２ 遠 藤 誠 之 再生誘導医学の臨床応用と基礎的研究

 子育てをしやすい社会を医療・文化・社会の

視点から超域的に研究する

生３ 松 﨑 政 代 母乳育児の支援方法や母児・女性に最適な

生活習慣の解明

生４ 渡 邊 浩 子 妊孕世代の女性の健康支援、育児支援、

次世代の健康確保に関する研究

総１ 岡 本 玲 子 公衆衛生看護の技術開発と普及・評価

 根拠に基づく保健事業・政策の実装科学

総２ 神 出 計 健康長寿の要因の探求、生活習慣病の予防・

治療、在宅要介護高齢者のケアシステム

総３ 小 西 か お る 地域在宅看護学領域におけるヘルスケア

 システムの構築に関する研究

総４ 井 上 智 子 看護の質に係る技術・教育・現状分析

総５ 樺 山 舞 生活習慣病の予防、健康に関わる社会要因の検討

多機関・多職種連携の推進

総６ 蔭 山 正 子 精神障がい者の家族支援や恋愛・結婚・育児支援

【 高 等 共 創 研 究 院 】 精神保健、母子保健、保健師の支援技術

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 ５

［包 括 看 護 科 学 研 究 室］

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 ６

［公 衆 衛 生 看 護 学 研 究 室］

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 ３

［地域ヘ ルスケアシステム科学研究室］

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 ４

［看 護 管 理 学 研 究 室］

統
合
保
健
看
護
科
学 生 命 育 成 看 護 科 学 ４

［ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 科 学 研 究 室］

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 １

［公 衆 衛 生 看 護 学 研 究 室］

総 合 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 科 学 ２

［ヘルスプロモーション・システム科学研究室］

［小 児 ・ 家 族 看 護 学 研 究 室］

生 命 育 成 看 護 科 学 ２

［母 性 胎 児 科 学 研 究 室］

［再 生 誘 導 医 学 協 働 研 究 所］

生 命 育 成 看 護 科 学 ３

［助産学・リプロダクティブヘルス研究室］

看 護 実 践 開 発 科 学 ５

［老 年 看 護 学 研 究 室］

生 命 育 成 看 護 科 学 １

看 護 実 践 開 発 科 学 １

［周 手 術 期 管 理 学 研 究 室］

看 護 実 践 開 発 科 学 ２

［急 性 期 ・ 緩 和 ケ ア 学 研 究 室］

看 護 実 践 開 発 科 学 ３

［慢 性 疾 患 看 護 学 研 究 室］

看 護 実 践 開 発 科 学 ４

［精 神 保 健 看 護 学 研 究 室］

別表．指導教員の研究領域・願書記載時略称一覧(博士後期課程）

研究テーマ・連絡先は、大阪大学医学系研究科保健学専攻HP
　研究室・部門　のページをご覧ください。

URL：https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/jpn/departm

保健学研究プログラム

ents/

分野
研　究　領　域

［研　究　室　名］
研究領域

（願書記載時）
氏　　名 研　究　内　容
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先 進 医 療 ・ 臨 床 試 験 科 学 看６ 調 整 中 新規医療技術の評価方法としての臨床研究の

< 連 絡 教 員 ： 渡 邉 幹 夫 > 【 国 立 循 環 器 病 研 究 セ ン タ ー 】 立案、実施等に関する理論と技術を学ぶ

多職種チーム医療に基づくがん医療学 看７ 山 口 建 医療情報に基づくがん医療支援に関する研究

＜ 連 絡 教 員 ： 神 出 計 ＞ 北 村 有 子

【 静 岡 県 立 静 岡 が ん セ ン タ ー 】

移 植 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 学 看８ 福 嶌 教 偉 移植コーディネーターに必要な,臓器移植の

< 連 絡 教 員 ： 上 野 高 義 > 【 国 立 循 環 器 病 研 究 セ ン タ ー 】 基本的知識、技術を探求する

が ん 統 計 ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 看９ 片 野 田 耕 太 がん統計情報の総合的な解析

＜ 連 絡 教 員 ： 神 出 計 ＞ 【 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 】 がん対策の系統的かつ科学的評価

放１ 福 地 一 樹 核医学、分子イメージングによる生体機能計測、

  画像化技術に関する研究

放２ 小 山 内 実 脳・神経系機能解明のためのマルチスケール・

 マルチモーダルイメージング

放３ 西 尾 禎 治 粒子線治療に関する医学物理学研究

線量計測システム・検証ソフトウェアの研究開発

放４ 田 中 壽 中枢神経系・筋肉のMRIの撮影方法の研究、

生理的機能の解明、臨床応用

放５ 近 江 雅 人 光断層イメージング（OCT）の開発と表皮下

生理機能解析・皮膚科野分野への応用研究

放６ 鎌 田 佳 宏 超音波検査を用いた消化器疾患の研究

消化器疾患の基礎・臨床研究

放７ 石 田 隆 行 人工知能(AI)・高度画像処理の医療応用

医
療
画
像
技
術
科
学

統
合
保
健
看
護
科
学

［画 像 科 学 技 術 研 究 室］

医 療 画 像 技 術 科 学 ７

［病態超音波医学研究室］

医 療 画 像 技 術 科 学 ５

［医 用 光 学 研 究 室］

医 療 画 像 技 術 科 学 ６

●画像情報クラスター

●画像解析クラスター

医 療 画 像 技 術 科 学 ４

［画 像 定 量 解 析 学 研 究 室］

●機能画像クラスター

医 療 画 像 技 術 科 学 １

［分 子 イ メ ー ジ ン グ 学 研 究 室］

医 療 画 像 技 術 科 学 ２

［生 体 機 能 イ メ ー ジ ン グ 研 究 室］

●放射線治療クラスター

医 療 画 像 技 術 科 学 ３

［医 学 物 理 学 研 究 室］
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野
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医 療 画 像 技 術 科 学 ８ 放８ 調 整 中

（ 分 子 イ メ ー ジ ン グ 学 ） 【国立循環器病研究センター】

＜ 連 絡 教 員 ： 福 地 一 樹 ＞

医 療 画 像 技 術 科 学 ９ 放９ 沖 本 智 昭 粒子線治療の臨床研究

（ 粒 子 線 治 療 学 ） 赤 城 卓 治療装置の運用効率化に関する物理工学研究 

＜ 連 絡 教 員 ： 小 泉 雅 彦 ＞ 【兵庫県立粒子線医療センター】

医 療 画 像 技 術 科 学 １ ０ 放１０ 金 井 達 明 粒子線 （炭素イオン） 治療の物理工学、及び、

（ 粒 子 線 治 療 学 ） 【大阪重粒子線センター】 生物物理工学研究 

＜ 連 絡 教 員 ： 西 尾 禎 治 ＞

医 療 画 像 技 術 科 学 １ １ 放１１ 小 西 浩 司 強度変調放射線治療法の開発・二重エネルギー

（ 臨 床 放 射 線 治 療 物 理 学 ） 【 大 阪 国 際 が ん セ ン タ ー 】 CTの治療応用などに関する臨床研究 

＜ 連 絡 教 員 ： 小 泉 雅 彦 ＞

多職種チーム医療に基づくがん医療学 放１２ 山 口 建 医療情報に基づくがん医療支援に関する研究

＜ 連 絡 教 員 ： 神 出 計 ＞ 北 村 有 子

【 静 岡 県 立 静 岡 が ん セ ン タ ー 】

検１ 木 原 進 士 心筋梗塞や脳梗塞の予防につながる新たな

 診断法の開発をめざした動脈硬化の研究

検２ 髙 橋 正 紀 中枢神経・骨格筋の生理・病態・臨床研究、

 イオンチャネルの生物物理学的研究

検３ 選 考 中

検４ 三 善 英 知 疾患関連糖鎖の機能解析

糖鎖バイオマーカーの開発

検５ 辻 川 元 一 眼の再生医療の開発と発生の研究

眼科疾患の病態の遺伝学的検討

検６ 尾 路 祐 介 白血病や固形癌におけるWT1遺伝子研究に

基づく癌免疫治療および分子標的治療の開発

検７ 山 本 浩 文 分子生物学的な手法を用いた癌に対する診断・

治療に関する研究

検８ 渡 邉 幹 夫 ゲノム・エピゲノム情報を応用した病態寄与

因子の解明と臨床検査への応用

医
療
画
像
技
術
科
学

医
療
検
査
技
術
科
学

［予 防 診 断 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ４

［分 子 生 化 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ５

［再 生 発 生 医 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ６

［免 疫 造 血 制 御 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ７

［分 子 病 理 学 教 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ８

連

携

分

野

医 療 検 査 技 術 科 学 １

［心 血 管 代 謝 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ２

［臨 床 神 経 生 理 学 研 究 室］

医 療 検 査 技 術 科 学 ３

［分 子 病 原 微 生 物 学 研 究 室］
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医 療 検 査 技 術 科 学 ９ 検９ 立 花 直 子 睡眠関連疾患に対する睡眠・覚醒モニタリングの

（ 睡 眠 医 学 ） 【 関 西 電 力 医 学 研 究 所 】 研究

< 連 絡 教 員 ： 髙 橋 正 紀 >

先 進 医 療 ・ 臨 床 試 験 科 学 検１０ 調 整 中 新規医療技術の評価方法としての臨床研究の

< 連 絡 教 員 ： 渡 邉 幹 夫 > 【 国 立 循 環 器 病 研 究 セ ン タ ー 】 立案、実施等に関する理論と技術を学ぶ

が ん 統 計 ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 検１１ 片 野 田 耕 太 がん統計情報の総合的な解析

＜ 連 絡 教 員 ： 神 出 計 ＞ 【 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 】 がん対策の系統的かつ科学的評価

多職種チーム医療に基づくがん医療学 検１２ 山 口 建 医療情報に基づくがん医療支援に関する研究

＜ 連 絡 教 員 ： 神 出 計 ＞ 北 村 有 子

【 静 岡 県 立 静 岡 が ん セ ン タ ー 】

代 謝 可 視 化 応 用 学 １ 検１３ 新 谷 泰 範 ミトコンドリア（チトクロムCオキシダーゼ）の

＜ 連 絡 教 員 ： 辻 川 元 一 ＞ 【 国 立 循 環 器 病 セ ン タ ー 】 活性化メカニズムの解明と応用研究

代 謝 可 視 化 応 用 学 ２ 検１４ 山 本 正 道 マウス生体内のATP動態可視化技術による

＜ 連 絡 教 員 ： 辻 川 元 一 ＞ 【 国 立 循 環 器 病 セ ン タ ー 】 代謝解析の応用研究

検１５ 山 本 浩 文 細胞形態学、分子生物学に基づく新たな

細胞診断に関する研究

臨床工学技士指導者育成プログラム

看１０ 上 野 高 義 臨床工学に基づいた実臨床に結び付く技術の開発

放１３ 近 江 雅 人 臨床工学に基づいた実臨床に結び付く技術の開発

検１６ 三 善 英 知 臨床工学に基づいた実臨床に結び付く技術の開発

医
療
検
査

技
術
科
学

医 療 検 査 技 術 科 学 １ ６

※「選考中」・「調整中」の領域については、指導教員未定のため記載できません。

医
療
検
査
技
術
科
学

氏　　名 研　究　内　容

統
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看
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科
学

看 護 実 践 開 発 科 学 １ ０

医
療
画
像

技
術
科
学

医 療 画 像 技 術 科 学 １ ３

医
療
検
査

技
術
科
学

医 療 検 査 技 術 科 学 １ ５

分野 研　究　領　域
研究領域

（願書記載時）

がん専門医療人材養成プログラム
先進的病理細胞診研究者養成コース

分野 研　究　領　域
研究領域

（願書記載時）
氏　　名 研　究　内　容
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携

分

野
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